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保 健 事 業 ア ン ケ ー ト 調 査（組合員用） 
送付者数 ２，５００人 
（男性１，６２０人、女性８８０人） 
回答者数 １，６６１人 
回 答 率  ６６．４％ 

 
あなたの性別をお答えください。 
 

１ 男性 →１，０７７人     ２ 女性 → ５８４人 

 

あなたの年齢（年代）をお答えください。 
 

１ ２９歳以下 →３０７人    ２ ３０歳代  →４０１人 

３ ４０歳代  →５０１人    ４ ５０歳以上 →４５１人 

 

１ 人間ドック助成について 

  受診年度において３０歳以上の組合員と３５歳以上の任意継続組合員及び被扶養配偶者を

対象に人間ドック検査料金の一部を次のとおり助成しており、受診者は助成金額を除いた検査

料金を検査機関に支払います。 

  ○ 日帰りドック・脳ドック日帰り ２６，０００円 

  ○ 宿 泊ドック・脳ドック宿泊 ３６，０００円 

  ○ 受診年度６０歳の組合員 検査コースを問わずに４０，０００円 

 

（１）３０歳以上の方にお伺いします。人間ドック助成を利用したことがありますか。 

ア 利用したことがある。→１，０３２人   イ 利用したことがない。→ ３１２人 

約８割の組合員は人間ドックを利用したことがあります。（無回答９人） 

 

（２）利用したことがない理由をお伺いします。（複数回答可） 

 人間ドック助成を利用したことがない３１２人の組合員のうち、 

ア 職場で行う事業主健診を受診するから。   →２４２人 

イ 人間ドック利用助成を知らないから。    → １５人 

ウ 人間ドックの申込み方法が分からないから。 → ２５人 

エ 自己負担額が高いから。          → ６１人 

オ その他                  → ４７人 

人間ドックを利用したことがない理由は、「職場で行う事業主健診を受診するから」が多い

です。 

 

（３）人間ドック助成金額は検査料金の概ね６割を助成していますが、助成割合についてど

のように思いますか。 

 ア 適正である。 → １，０８３人    イ 適正でない。 → １４４人 

   ウ その他    →   １２６人 

 約８割の組合員は人間ドックの助成割合を適正と考えています。 
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２ がん検診及び婦人科検診助成について 

組合員を対象に職場で行う健康診断に併せてがん検診を受けた場合、当組合が検査料金の

一部を次のとおり助成しています。（消費税込み） 

【がん検診】 

○胃がん検診４，４００円 ○肺がん検診７２６円 ○大腸がん検診１，８７０円 

 ○肝炎ウイルス検査（３５歳以降、５歳間隔の組合員）２，０９０円 

○前立腺がん検診（５０歳以上の男性組合員）２，２００円 

【婦人科検診】 

○乳がん検診（視触診＋超音波 女性組合員）３，０８０円 

○  〃  （超音波＋Ｘ線 ４０歳以上女性組合員）５，２８０円 

○子宮頸がん検診（女性組合員）４，９５０円 
 

（１）がん検診助成は当組合が検査料金の一部を助成していますが、知っていますか。 

ア 知っている。 →７７０人     イ 知らない。 →８７３人 

約５割の組合員は当組合ががん検診の検査料金の一部を助成していることを知りません。 

（無回答１８人） 
 

（２）職場で行う健康診断に併せてがん検診を受けたことがありますか。 

ア 受けたことがある。 →６１２人  イ 受けたことがない。 →１，００９人 

 約６割の組合員は当組合ががん検診を受けたことがありません。（無回答４０人） 
 

（３）受けたたことがない理由をお伺いします。（複数回答可） 

がん検診を受けたことがない１，００９人の組合員のうち、 

ア 職場の健康診断ではなく、人間ドックを受診するから。 →５６５人 

 イ 受診する必要性を感じないから。→２５３人 

 ウ 日程が合わないから。 → ９１人 

 エ その他 →１２０人 

がん検診を受けたことがない理由は、「職場の健康診断ではなく、人間ドックを受診するか

ら」が多いです。 
 

（４）女性の方にお伺いします。婦人科検診（子宮頸がん、乳がん検診）についても当組合

が検査料金の一部を助成していますが、職場で行う健康診断に併せて婦人科検診を受けたこと

がありますか。 

 ５８４人の女性組合員のうち、 

ア 受けたことがある。 →３６９人    イ 受けたことがない。 →２０７人 

約６割の女性組合員は、婦人科検診を受けています。（無回答８人） 
 

（５）受けたたことがない理由をお伺いします。（複数回答可） 

婦人科検診を受けたことがない２０７人の女性組合員のうち、 

ア 職場の健康診断ではなく、人間ドックを受診するから。 →１３２人 

 イ 受診する必要性を感じないから。 → ３７人 

 ウ 日程が合わないから。 → ２３人 

 エ その他 → ４１人 

 婦人科検診を受けたことがない理由は、「職場の健康診断ではなく、人間ドックを受診する

から」が多いです。 
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３ ＰＥＴ検査助成について 

受診年度において３０歳以上の組合員と３５歳以上の任意継続組合員及び被扶養配偶者

を対象に６２，０００円を助成しており、受診者は助成金額を除いた検査料金を検査機関に

支払います。 

 

（１）ＰＥＴ検査助成を知っていますか。 

 ア 知っている。 →８３９人     イ 知らない。 →７９９人 

 約５割の組合員はＰＥＴ検査助成を知っています。（無回答２３人） 

 

（２）ＰＥＴ検査助成を利用したことがありますか。 

 ア 利用したことがある。 →５６人  イ 利用したことがない。 →１，５７５人 

 約９割の組合員はＰＥＴ検査助成を利用したことがありません。（無回答３０人） 

 

（３）ＰＥＴ検査助成を利用したいと思いますか。 

ア 利用したい。 →１，２０７人   イ 利用したくない →３７０人 

約７割の組合員はＰＥＴ検査助成を利用したいと考えています。（無回答８４人） 

 

（４）ＰＥＴ検査助成金額は検査料金の概ね６割を助成していますが、助成割合についてど

のように思いますか 

ア 適正である。 →１，１１６人   イ 適正でない。 →２５５人 

  ウ その他 →２０８人 

 約７割の組合員はＰＥＴ検査の助成割合を適正と考えています。（無回答８２人） 

 

４ 歯科健診について 

  歯科疾患の早期発見・早期治療により重症化を予防し、歯科医療費の適正化を図るこ

とを目的として、組合員を対象に職場で実施する「出向型健診」または歯科医院で実施す

る「来院型健診」を受診した場合に健診費用を全額助成しています。口内環境の悪化は、

糖尿病や、脳卒中、動脈硬化などの生活習慣病の要因といわれており、歯科疾患の早期

発見、早期治療は、生活習慣病の予防にもつながります。助成金額は次のとおりです。

健診料金の窓口負担はありません。 

 〔出向型２，０００円（消費税抜）、来院型３，０００円（消費税抜）〕 

 

（１）歯科健診を受診したことがありますか。 

 ア 受診したことがある。 →６４６人  イ 受診したことがない。 →１，００８人 

 約６割の組合員は歯科健診を受診したことがありません。（無回答７人） 

 

（２）歯科健診を受診した方法はどちらですか。 

 歯科健診を受診したことがある６４６名のうち、 

ア 出向型健診 →４８０人           イ 来院型健診 →１６６人 

 歯科健診を受診した組合員の約７割は出向型健診で受診しています。 
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（３）受診したことがない理由をお伺いします。（複数回答可） 

歯科健診を受診したことがない１，００８人の組合員のうち、 

ア 歯科健診を知らないから。 →２３１人 

 イ 受診する必要性を感じないから。 →２０４人 

 ウ 歯科医院に通院しているから。 →４４５人 

 エ 歯科健診を受ける方法が分からないから。 →１０７人 

 オ その他 →８２人 

 歯科健診を受診したことがない理由は、「歯科医院に通院しているから」が多いです。 

 

５ インフルエンザ予防接種助成について 

 組合員及び被扶養者を対象に、インフルエンザ予防接種費用１回につき１，０００円（年

２回を限度）を助成しています。助成金は共済登録口座に送金します。 

 

（１）インフルエンザの予防接種を受けていますか。 

 ア 受けている。 →９７８人      イ 受けていない。 →６７９人 

 約６割の組合員はインフルエンザの予防接種を受けています。（無回答４人） 

 

（２）インフルエンザ予防接種助成を利用したことがありますか。 

 ア 利用したことがある。 →９５９人  イ 利用したことがない。 →６８２人 

 約６割の組合員はインフルエンザ予防接種助成を利用したことがあります。 

（無回答２０人） 

 

（３）利用したことがない理由をお伺いします。（複数回答可） 

インフルエンザ予防接種助成を利用したことがない６８２人の組合員のうち、 

ア インフルエンザ予防接種助成を知らないから。 →８５人 

 イ 申請するのが面倒だから。 →１３２人 

 ウ 予防接種を受けないから。 →４３３人 

 エ 接種費用が１，０００円未満だから。 →１９人 

 オ その他 →５７人 

 インフルエンザ予防接種助成を利用したことがない理由は、「予防接種を受けないから」が

理由の約６割を占めています。 

 

６ 救急薬品等配付事業について 

毎年、１２月上旬に選択制により１人当たり２，０００円を限度に救急薬品を配付してい

ます。救急薬品等配付事業は斡旋による方法もあることから実施方法についてお聞きします。 

※斡旋の方法としては、組合員が救急薬品申込書により委託した業者へ直接申込み、業者

から組合員へ配送します。自己負担については、現在と同様に２，０００円を限度に助成

し、超えた金額を組合員が負担する方法もあります。なお、救急薬品の申込書は、広報誌

「共済だより」に折り込んで配布することを想定しています。 
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救急薬品等配付事業の実施方法についてどう思いますか。 

 ア 救急薬品等配付事業を斡旋に変更する。 →１１４人 

 イ 現状のままでよい。 →１，２５１人 

 ウ 事業を廃止してもよい →２４８人 

エ その他 →３０人 

 約８割の組合員は救急薬品等配付事業を現状のままでよいと考えています。（無回答 18 人） 

 

７ 電話健康相談事業について 

  組合員、被扶養者及び同居の家族を対象に、病気やケガ、育児、メンタルヘルスなどにつ

いて電話及び面接等により専門家による健康相談を実施しています。電話による相談は２４

時間、年中無休で行っています。メンタルヘルスについては、電話（９時～２２時）及びＷ

ｅｂ（２４時間）相談することができ、１人５回まで無料で面談カウンセリングを受けられ

ます。 

 

（１）電話健康相談事業を利用したことがありますか。 

 ア 利用したことがある。 → ２３人  イ 利用したことがない。 →１，６３２人 

 殆どの組合員は電話健康相談事業を利用したことがありません。（無回答６人） 

 

（２）利用したことがない理由をお伺いします。（複数回答可） 

電話健康相談事業を利用したことがない１，６３２人の組合員のうち、 

ア 電話健康相談事業を知らないから。 →６１８人 

 イ 必要性を感じないから。 →１，０１９人 

 ウ その他 →６０人 

電話健康相談事業を利用したことがない理由は、「必要性を感じないから」が理由の約６割を 

占めています。 

 

８ 禁煙サポート助成について 喫煙者の方のみご回答ください。 

  組合員及び被扶養者を対象に、医療機関での禁煙外来を受診し、禁煙に成功した場合に 

１０，０００円を助成しています。禁煙治療に支払う費用は１３，０００円から２０，０００

円程度で、当組合助成後の自己負担額は３，０００円から１０，０００円となります。助成金

は共済登録口座に送金します。 

 

（１）禁煙サポート助成を利用したいと思いますか。 

 ア 利用したい。 →９６人     イ 利用したくない。 →２６５人 

 約７割の喫煙している組合員は禁煙サポート助成を利用したいと考えていません。 

 

（２）利用したくない理由をお伺いします。（複数回答可） 

禁煙サポートを利用したくない２６５人の喫煙者のうち、 

ア 禁煙したいと思わないから。 →２２５人  

イ 自己負担額が高いから。 →３６人    ウ その他 →２５人 

 禁煙サポート助成を利用したくない理由は、「禁煙したいと思わないから」が理由の約８割を 

占めています。 
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（３）禁煙サポート助成の助成額についてどのように思いますか。 

ア 適正である。 →２３９人        イ 適正でない。 →４２人 

  ウ その他 →２８人 

 約７割の喫煙している組合員は禁煙サポートの助成割合を適正と考えています。 

 （無回答５２人） 

 

９ 宿泊施設利用助成について 

 組合員及び被扶養者を対象に全国の市町村職員共済組合等及び共済組合が指定契約した

宿泊施設を利用した場合に助成しています。利用者は助成金額を除いた宿泊料金を宿泊施設

に支払います。 

 協定施設及び栃木県内指定宿泊施設 ３，０００円 

 栃木県外指定宿泊施設       ２，０００円 

 

（１）宿泊施設利用助成を利用したことがありますか。 

 ア 利用したことがある。 →７６６人 

 イ 利用したことがない。 →８７１人 

 約５割の組合員は宿泊施設利用助成を利用したことがありません。（無回答２４人） 

 

（２）利用したことがない方にお伺いします。なぜ利用したことがないのですか。（複数回

答可） 

 宿泊施設利用助成を利用したことがない８７１人の組合員のうち、 

ア 宿泊施設利用助成を知らないから。 →１９０人 

イ 宿泊したい施設がないから。    →４７１人 

ウ 宿泊施設利用助成を受ける方法が分からないから。 →１７２人 

エ その他 →１１７人 

 宿泊施設利用助成を利用したことがない理由は、「宿泊したい施設がないから」が理由の約５

割を占めています。 

 

（３）契約宿泊施設を活用した事業を行う場合、どのような内容がよいと思いますか。ご自由

にご記入ください。 

 ・ストレス解消が期待できるリフレッシュな取組み。 

・スポーツ体験セミナー、美容セミナー 

・親子で参加できるイベント 

・ウォーキング教室、ジョキング教室 

・財政的に厳しい状況なので、無理して事業を行うことはしないで、宿泊助成を継続するだ

けでいいと思う。 

 

（４）契約してほしい地域または施設はありますか。ご自由にご記入ください。 

東京都、群馬県、神奈川県、栃木県北部、宇都宮市内、関東地方、主要な観光地、 

東京ディズニーリゾート周辺、ＪＲ宇都宮駅周辺、ビジネスホテル など 
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１０ 各種セミナーについて 

組合員及び被扶養者を対象に次のセミナーを開催しています。なお、開催日は主に土

曜日です。 

○健康セミナー（１回） ○メンタルヘルスセミナー（１回） 

○３０代～４０代向けライフプランセミナー（１回） 

○５０代向けライフプランセミナー（１回） 

○健康料理教室（３回） 

 

（１）現在開催しているセミナーに参加したことがありますか。 

 ア 参加したことがある。 →７８人  イ 参加したことがない。 →１，５６７人 

 約９割の組合員はセミナーに参加したことがありません。（無回答１６人） 

 

（２）参加したことがない理由をお伺いします。（複数回答可） 

各種セミナーに参加したことがない１，５６７人の組合員のうち、 

ア セミナーに興味がないから。 →７８１人  

 イ 参加したいセミナーがないから。  →４８９人 

 ウ 会場が遠いから。 →１９３人 

 エ その他 →２３５人 

 各種セミナーに参加したことがない理由は、「セミナーに興味がないから」が理由の約５割を

占めています。 

 

（３）（１）で「ア」、（２）で「イ」「ウ」「エ」と回答された方はご回答ください。参加して

みたいテーマに○印をつけてください。（複数回答可） 

ア 生活習慣病 →９５人           イ 肥満解消・減量 →１８６人 

 ウ 食生活の改善・食育 →１４７人      エ 健康料理のつくりかた →１３０人 

 オ ストレス予防・メンタルヘルス →１７２人 カ 更年期障害 →６１人  

 キ 肩こり・腰痛予防 →２８３人        ク 姿勢・歪みの改善 →３５７人 

ケ ライフプラン →１８５人          コ ウォーキング教室 →８５人 

サ その他 →４７人 

参加してみたいテーマは、「姿勢・歪みの改善」、「肩こり・腰痛予防」が多いです。 

 

 １１ 特定健康診査についてお伺いします。４０歳以上の方のみご回答ください。 

４０歳以上７５歳未満の組合員及び被扶養者を対象に、内臓脂肪型症候群（メタボリッ

クシンドローム）に着目した健診を行っています。 

組合員については、所属所で実施する健康診断、もしくは共済組合で助成している人間

ドックを受診することにより特定健康診査を受診したこととなります。 

 

（１）健康診断または人間ドックを毎年受けていますか。 

４０歳以上の９５２人の組合員のうち、 

ア 受けている。 →８５６人      イ 受けていない。 →５３人 

 約９割の組合員は健康診断または人間ドックを毎年受けています。（無回答４３人） 
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（２）受けていない理由を記入してください。 

・必要性を感じないから。 

・隔年としているから。 

 ・時間がないから。 

・医療機関に通院中のため。  など 

 

１２ 特定保健指導についてお伺いします。特定保健指導の対象になったこと

がある方のみご回答ください。 

  特定健康診査の結果、特定保健指導（動機付け支援または積極的支援）の該当となった組

合員及び被扶養者を対象に、保健師・管理栄養士による保健指導を行っています。 

  特定保健指導は次の方法で実施します。 

○ 人間ドックを受診した日に保健指導を受ける。 

○ 所属所の会議室等で保健指導を受ける。 

○ 特定保健指導利用券を使用し、医療機関で受ける。 

 

（１）あなたは特定保健指導を受けたことがありますか。 

特定保健指導の対象となったことがある人のうち、 

ア 保健指導を受けたことがある。 →２５５人 

 イ 保健指導を受けたことがない。 →３０４人 

特定保健指導の対象となった組合員の約５割は特定保健指導を受けたことがありません。 

 

（２）受診状況をお聞きします。 

特定保健指導を受けたことがある２５５人のうち、 

ア 保健指導を最後まで受けた。 →２０２人 

イ 保健指導を受けたが、最後まで終了しなかった。 →５２人 

 約８割の組合員は、保健指導を最後まで受けました。（無回答１人） 

 

（３）上記（１）及び（２）で「イ」と回答された方はご回答ください。保健指導を受けた

ことがない、または最後まで終了しなかった理由は何ですか。（複数回答可） 

保健指導を受けたことがない、または最後まで終了しなかった３５６人の組合員のうち、 

ア 保健指導を受ける時間がないから。 →９６人 

イ 自分自身で運動等をしており、保健指導を受ける必要を感じないから。 →１０８人 

ウ 医療機関に通院しているから。 →９０人 

エ 保健指導を受けるまでの手続きが面倒だから。 →５７人 

オ その他 →１８人 

 特定保健指導を受けたことがない、または最後まで終了しなかった理由は、「自分自身で運

動等をしており、保健指導を受ける必要を感じないから」が多いです。 
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１３ 保健事業について、新たに実施してほしいまたは廃止など、ご意見・ご要

望がございましたら、ご記入ください。 

・現在のものを継続してほしい。 
・各種事業の応募状況はわからないが、定員に満たない、または、内輪で人数を無理に合わ

せているものがあれば、廃止しても良いと思う。 
・薬品等配付を身近に利用しているが、組合のようにある程度幅広い薬品（メーカー）を格

安で購入でき、例えば一人 1,000 円、2,000 円までを組合で助成、オーバー分を自分で支

払うなどして好きなものを購入したい。 
・健康を維持するために大切な事業であり、予防することで医療費の削減につながるので継

続してほしい。   
・宿泊施設利用助成の助成を上げて欲しい。   など 


